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昨
年
で
三
回
目
を
迎
え
た
「
歩
い
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
明
倫
学
区
で
の
取
組

は
、
十
一
月
十
六
日
、
十
七
日
の
両
日
、「
明

倫
・
ま
ち
な
か
美
術
館
」
と
し
て
、
京
都
芸

術
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
多
彩
な
催
し
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。 

「
京
の
町
家
探
訪
」
で
は
、
鯉
山
町
の
町
席
、

天
神
山
町
会
所
、
大
西
清
右
衛
門
美
術
館
、

紫
織
庵
、
吉
田
家
、
小
島
家
の
六
カ
所
を
公

開
。
消
防
団
、
体
振
、
少
年
補
導
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、
ガ
イ
ド
付
き
で
各
町
家
を

案
内
し
ま
し
た
。
た
だ
例
年
よ
り
参
加
者
が

少
な
く
、
約
二
百
八
十
名
で
し
た
。 

室
町
通
り
の
六
角

〜
錦
小
路
間
で
は

「
室
町
蚤
の
市
」

と
銘
打
っ
て
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
、
京
野
菜
な

ど
様
々
な
店
が
約

五
十
店
、
折
か
ら

の
好
天
に
も
恵
ま

れ
て
大
変
な
人
出

で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

同
時
に
、
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
運
動
場
と
室

町
通
り
の
建
物
を
、
ロ
ー
プ
化
し
た
白
布
で

結
ぶ
「
ヒ
ト
オ
リ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
芸

術
系
大
学
の
学
生
さ
ん
の
手
で
行
な
わ
れ
、

地
元
の
人
々
や
子
供
た
ち
も
巻
き
込
ん
だ
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

     

芸
術
セ
ン
タ
ー
二
階
の
大
広
間
で
は
、
お

茶
に
心
得
の
あ
る
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

「
ま
ち
の
生
活
と
文
化
展
・
柳
水
の
茶
席
」

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
茶
席
で
は
見
事
な
お
点

前
を
披
露
、
お
水
屋
は
寺
江
さ
ん
（
六
角
町
）

な
ど
婦
人
方
に
よ
り
手
際
よ
く
進
め
ら
れ
、

お
運
び
は
男
性
陣
が
担
当
す
る
趣
向
で
、
参

加
者
に
好
評
で
し
た
。 

お
茶
席
の
周
囲
に
は
、
皆
様
か
ら
提
供
し

て
頂
い
た
素
晴
ら
し
い
婚
礼
衣
装
や
、
手
工

に
よ
る
屏
風
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
明
倫
学
区

の
持
っ
て
い
る
歴
史
と
伝
統
を
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

茶
席
に
は
、
近
県
の
明
倫
出
身
者
の
方
も

多
数
来
訪
さ
れ
、
同
窓
会
的
雰
囲
気
で
盛
り

上
が
り
、
是
非
来
年
も
続
け
て
欲
し
い
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

同
じ
く
セ
ン
タ
ー

二
階
の
講
堂
で
は
、

「
明
倫
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
、
婦
人
会
や
京

都
産
業
大
学
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
コ
ー
ラ
ス
と
、

大
日
さ
ん
（
三
条
町
）

の
琴
演
奏
の
美
し
い
音

色
を
約
二
百
名
の
聴
衆

が
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
催
し
に
際
し

て
は
、多
く
の
企
業
の
駐
車
場
を
お
借
り
し
、

展
示
で
は
、
皆
様
方
の
貴
重
な
衣
装
や
美

術
・
工
芸
品
を
お

借
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
倉
小
学

校
児
童
の
皆
さ
ん

に
よ
る
大
広
間
や

公
開
町
家
で
の
生

花
に
よ
り
、
文
字

通
り
花
を
添
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
取
組

の
成
功
は
、
ひ
と

え
に
学
区
の
皆
様
に
よ
る
ご
協
力
の
賜
物
と
、

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
是
非
皆
様
方
の
ご
協
力
と
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
へ
の
ご
参
加
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

明
倫
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

井
上
成
哉 
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歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
「
ま
ち
な
か
を
歩
く
日 

２
０
０
２
」 

明
倫
・
ま
ち
な
か
美
術
館
成
功
裏
に
終
了
！ 

 

美味しいお茶をどうぞ 

掘り出し物はあるかな 

大広間で生け花 
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《
ヒ
ト
オ
リ
に
参
加
し
て
》 

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
「
ヒ
ト
オ
リ
」
は
、
白

縄
で
室
町
通
沿
い
の
民
家
や
ビ
ル
な
ど
を
ひ

と
つ
に
繋
げ
る
こ
と
で
「
人
と
人
と
が
関
わ

り
合
っ
て
町
を
作
っ
て
い
く
」
と
い
う
こ
と

を
表
現
し
ま
し
た
。 

◆ 

わ
た
し
た
ち
が
最
も
大
切
に
し
た
こ
と

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
私
た

ち
の
作
品
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

日
頃
言
葉

を
交
わ
す
機
会

の
な
い
人
同
士

が
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
た
こ

と
は
「
ま
ち
な

か
を
歩
く
日
」

の
イ
ベ
ン
ト
に

ふ
さ
わ
し
く
、

や
っ
て
よ
か
っ

た
と
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
常
を
い
つ
も
と
違
っ
た
視
点
か

ら
見
る
「
ア
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、

皆
さ
ん
の
す
ぐ
近
く
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と

に
気
づ
い
て
も
ら
っ
た
と
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

 ヒ
ト
オ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会 

登
里 

 

西
永 

  

連
載
シ
リ
ー
ズ 

明
倫
学
区
あ
の
頃
こ
の
頃 

第
一
回 

《
昭
和
十
年
代
室
町
商
家
の
お
正
月
》 

昭
和
も
十
年
代
に
入
り
、
二
・
二
六
事
件

（
十
一
年
）、
日
中
戦
争
（
十
二
年
）
へ
と
進

ん
で
行
っ
た
時
代
背
景
の
中
で
、
室
町
の
商

家
で
は
ど
の
よ
う
に
新
年
を
迎
え
る
準
備
を

さ
れ
、
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
当
時
、
番
頭
さ
ん
や
使
用
人
七
十
数
名

を
擁
し
、
手
広
く
白
生
地
問
屋
を
営
ん
で
お

ら
れ
た
お
宅
で
伺
い
ま
し
た
。 

『
暮
れ
の
二
十
八
日
は
餅
つ
き
。
一
家
総
出

で
お
鏡
さ
ん
や
丸
餅
を
沢

山
つ
く
り
、
餡
餅
や
お
ろ

し
餅
に
し
て
食
べ
る
の
が

楽
し
み
だ
っ
た
。
三
十
日

は
女
中
さ
ん
が
お
煮
し
め

の
用
意
、
丁
稚
さ
ん
は
大

掃
除
等
々
。 

大
晦
日
、
番
頭
さ
ん
は

集
金
や
支
払
等
、
ま
さ
に

目
の
廻
る
よ
う
な
猫
の
手

も
借
り
た
い
忙
し
さ
だ
っ

た
。
除
夜
の
鐘
が
な
る
頃

か
ら
八
坂
神
社
へ
お
け
ら

参
り
。
そ
の
後
年
越
し
そ

ば
が
振
舞
わ
れ
た
。 

元
日
は
、
早
朝
五
時
ご
ろ
当
主
が
仏
様
に

お
経
を
あ
げ
た
後
、
座
敷
の
上
座
に
座
り
、

家
族
や
番
頭
さ
ん
・
使
用
人
達
の
新
年
の
挨

拶
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
お
屠
蘇
、
頭
芋
の

入
っ
た
白
味
噌
の
雑
煮
等
で
新
年
を
祝
う
。 

 

こ
の
時
初
物
の
お
漬
物
を
食
べ
る
の
が

楽
し
み
だ
っ
た
。 

使
用
人
に
は
夫
々
身
分
に
応
じ
た
お
仕

着
せ
（
新
し
い
着
物
、
足
袋
等
）
と
お
年
玉

が
当
主
か
ら
渡
さ
れ
た
。 

子
供
た
ち
は
学
校
で
の
四
方
拝
の
式
（
天 

皇
陛
下
の
ご
真
影
拝
礼
、
君
が
代
斉
唱
、
教

育
勅
語
を
拝
聴
、
校
長
の
講
話
を
聞
き
、
お

正
月
の
歌
を
斉
唱
）
に
行
き
、
紅
白
の
饅
頭

を
も
ら
っ
て
帰
宅
。 

家
で
は
親
戚
の
人
や
別
家
衆
が
正
装
し

て
新
年
の
挨
拶
に
来
訪
、
お
屠
蘇
や
ご
祝
儀

が
振
舞
わ
れ
た
。
ご
贔
屓
の
お
茶
屋
さ
ん
か

ら
芸
妓
さ
ん
が
接
待
の
手
伝
い
に
来
て
、
と

て
も
華
や
か
だ
っ
た
。 

三
が
日
の
食
卓
に
は

蛤
の
お
吸
い
物
、
魚
の
味

噌
漬
け
等
。
ま
た
、
家
族

で
桃
山
御
陵
に
参
拝
す
る

の
が
恒
例
だ
っ
た
。
使
用

人
は
薮
入
り
（
里
帰
り
）

で
各
々
帰
郷
。 

二
日
は
初
風
呂
。
子
供

の
遊
び
は
カ
ル
タ
、
羽
根

つ
き
、ト
ラ
ン
プ
、双
六
、

凧
揚
げ
、
福
笑
い
等
々
、

ま
た
、
家
に
獅
子
舞
や
三

河
漫
才
が
や
っ
て
来
た
。 

三
日
は
若
夫
婦
が
実

家
へ
の
挨
拶
、
墓
参
り
、

そ
し
て
、
早
や
使
用
人
は
戻
っ
て
き
て
お
正

月
は
終
わ
り
、
四
日
か
ら
は
仕
事
始
め
だ
っ

た
。』 

＊
時
代
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
た
め
、
文
中
で
は

敢
え
て
当
時
の
呼
称
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

新
年
を
迎
え
て 

       

新
し
い
年
を
共
に
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

会
長
に
就
任
し
て
未
だ
一
年
に
も
な
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
短
い
期
間
に
移
り
変
わ

る
世
相
の
変
化
に
驚
い
て
い
ま
す
。 

デ
フ
レ
不
況
で
経
済
の
復
興
が
遅
れ
、

雇
用
の
問
題
と
て
解
決
で
き
ず
、
国
内
外

に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

一
方
で
テ
ロ
事
件
が
止
む
を
知
ら
ず
、

北
朝
鮮
の
拉
致
問
題
は
国
際
問
題
と
し
て

見
直
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
交
正
常
化
は
ま

だ
時
の
経
過
を
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

今
や
全
世
界
が
不
安
の
も
と
に
あ
り
、

一
刻
も
早
く
平
和
を
取
り
戻
し
、
先
進
国

は
発
展
途
上
国
に
助
力
を
し
て
人
類
全
体

の
幸
せ
を
得
、
共
存
共
栄
の
姿
に
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

地
域
に
在
住
す
る
私
達
は
、
ま
ず
第
一

に
、
健
康
で
明
る
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

明
倫
自
治
連
合
会
の
運
営
も
事
業
内
容

が
多
く
、思
い
通
り
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、

担
当
者
は
夫
々
工
夫
を
し
て
実
行
し
て
お

り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
方
の
幸
運
を

常
々
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

平
成
十
五
年
元
旦 

明
倫
自
治
連
合
会
会
長 

伊
藤
祥
男 
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
二
十
七
町
あ
る

明
倫
学
区
の
各
町
内
を
順
番
に
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。 

 

第
二
回 
菊
水
鉾
町 

古
名
を
「
夷
三
郎
町
」
と
云
い
、
恵
比
寿

神
を
祭
神
と
し
た
「
夷
山
」
を
出
し
た
町
。 

元
治
元
年(1864)

、
禁
門
の
変
に
よ
り
元

の
菊
水
鉾
は
焼
失
し
た
が
、昭
和
二
十
八
年
、

鉾
頭
に
透
か
し
彫
十
六
弁
の
菊
を
持
ち
、
唐

破
風
屋
根
を
抱
い
た
昭
和
の
菊
水
鉾
と
し
て
、

焼
失
前
の
華
麗
な
姿
を
再
興
し
た
。 

寛
永
十
四
年(1637)

の
洛
中
絵
図
に
は

「
ゑ
ず
や
町
」
と
あ
り
、
他
の
絵
図
文
献
等

に
「
ゑ
ひ
す
の
町
」
と
も
記
さ
れ
、
元
禄
末

期
の
洛
中
絵
図
に
初
め
て
「
菊
水
鉾
町
」
の

町
名
を
見
る
。 

室
町
時
代
中
頃
に
は
、
夷
社
が
町
内
の
東

側
に
存
在
し
て
い
て
、
こ
の
社
の
脇
に
「
菊

水
の
井
」
の
名
水
が
湧
き
出
し
て
い
た
。 

 千
利
休
の
師
で
あ
る
武
野
紹
鴎
が
、
こ
の

夷
社
に
因
ん
で
大
黒
庵
と
称
し
、
庵
を
構
え

て
弟
子
を
持
ち
茶
の
湯
に
親
し
ん
だ
。 

貞
享
元
年(1684)
、
夷
社
の
焼
失
に
よ
り

祠
堂
、
神
像
を
失
い
、「
菊
水
鉾
町
」
と
改
称

し
た
。 

近
年
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
二
棟
で
き

（
五
十
九
世
帯
と
七
十
七
世
帯
）、従
来
の
四

世
帯
と
会
社
等
二
十
一
店
に
プ
ラ
ス
さ
れ
て

人
口
は
急
増
し
た
。 

金
剛
能
楽
堂
跡
地
か
ら
出
土
し
た
「
菊

水
」
銘
入
の
井
桁
石
と
『
菊
水
の
井
跡
』
説

明
板
、『
大
黒
庵
武
野
紹
鴎
邸
址
』の
石
碑
を
、

当
財
団
会
所
を
設
け
た
マ
ン
シ
ョ
ン
入
口
付

近
に
配
置
し
、
歴
史
の
深
さ
を
物
語
る
証
と

し
て
い
る
。 

菊
水
鉾
町 

川
塚
錦
造 

 

    

昨
年
十
月
三
日(

日)

、
さ
わ
や
か
な
運
動

会
日
和
に
、
午
前
九
時
三
十
分
に
運
動
会
の

開
会
宣
言
。
そ
の
後
、
全
員
の

準
備
体
操
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し

た
。 各

町
内
会
長
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
の
た
め
の
ご
協
賛
を
賜
り

ま
し
た
各
商
社
の
方
々
、
ま
た

芸
術
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
も
頂

き
、
誠
に
快
調
に
進
行
致
し
ま

し
た
。 

当
日
は
多
数
の
府
・
市
会
議

員
、
高
倉
小
学
校
・
城
巽
中
学

校
の
各
校
長
、
中
京
区
長
な
ど

に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。 

昨
年
中
京
区
内
で
一
番
の

人
口
増
加
率
を
示
し
た
明
倫
学

区
、転
入
し
て
来
ら
れ
た
方
も
、

従
来
か
ら
居
住
の
方
も
、
こ
れ

を
機
会
に
交
流
と
親
睦
が
深
め
ら
れ
、
地
域

へ
の
理
解
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。 

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
何
度
も
会
合
を
持

ち
、
準
備
と
後
片
付
け
に
も
多
数
の
方
々
の

協
力
を
頂
き
ま
し
た
。 

次
の
体
振
行
事
と
し
て
は
、
本
年
三
月
の

第
一
日
曜
日(

九
日)

に
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
日
常
の
体
振
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
も

学
区
の
方
々
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

体
育
振
興
会 
会
長 

市
田
昌
生 

   

思
い
も
か
け
ず
時
代
祭
に
出
仕
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

城
南
流
流
鏑
馬
列
の
三
番
大
将
役
で
、
馬

に
乗
る
と
の
こ
と
、
乗
馬
経
験
の
な
い
身
に

と
っ
て
は
、
ど
う
な
る
こ
と
か
と
祭
り
が
近

づ
く
に
つ
れ
不
安
が
募
り
ま
し
た
。 

当
日
は
最
高
の
天
気
と
な
り
、
お
世
話
役

の
格
致
学
区
や
明
倫
学
区
の
皆
さ
ま
の
暖
か

い
ご
支
援
で
、
落
馬
も
せ
ず
無
事
お
役
目
を

勤
め
さ
せ
て
頂
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

祇
園
祭
と
は
異
な
り
、
京
都
市
全
域
か
ら

参
加
す
る
祭
り
の
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。 

娘
と
一
緒
に
行
列
に
参
加
で
き
た
こ
と
、

多
く
の
友
人
が
応
援
に
来
て
く
れ
た
こ
と
な

ど
、思
い
出
に
残
る
時
代
祭
と
な
り
ま
し
た
。 

三
条
町 

川
崎
栄
一
郎 

 

区
民
運
動
会
の
ご
報
告 

時
代
祭
の
出
仕
を
終
え
て 

白馬に跨がり、胸を張って観覧席

前を進む川崎氏 
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《
祇
園
さ
ん
の
福
鬼
行
事
》 

二
月
の
二
日
、
三
日
、
八
坂
神
社
の
境
内

で
福
鬼
行
事
が
行
な
わ
れ
、
明
倫
祭
事
委
員

会
も
出
仕
し
ま
す
。 

厄
払
い
に
や
っ
て
来
る
福
鬼
に
頭
を
な

で
て
も
ら
う
と
、
一
年
の
厄
か
ら
逃
れ
ら
れ

ま
す
。
鬼
は
鬼
で
も
、
祇
園
さ
ん
の
鬼
は
災

厄
を
払
っ
て
く
れ
る
福
鬼
で
す
。 

そ
の
他
つ
ぎ
の
様
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。 

◆
餅
撒
き
（
天
を
寿
ぎ
大
地
を
鎮
め
る
） 

◆
舞
妓
さ
ん
の
舞
踊
奉
納 

◆
年
男
・
年
女
に
よ
る
豆
ま
き 

◆
大
判
・
小
判
が
当
た
る
福
豆
（
く
じ
） 

く
じ
は
遠
方
か
ら
の
観
光
客
に
当
た
り

が
多
い
よ
う
で
す
。
氏
子
の
方
々
に
今
年
は

当
た
り
ま
す
様
に
。 

明
倫
祭
事
委
員
会 

中
尾
金
次
郎  

《「
き
っ
ず
ぱ
ぁ
く
ｉ
ｎ
明
倫
」

オ
ー
プ
ン
》 

明
倫
学
区
で
は
近
年
、
乳
幼
児
が
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
保
育
所
や
児
童
館
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

「
子
供
の
遊
び
場
が
ほ
し
い
」
と
い
う
声

に
お
答
え
し
て
、月
に
一
回
、「
き
っ
ず
ぱ
ぁ

く
ｉ
ｎ
明
倫
」
を
開
き
ま
す
。 

当
日
は
、
保
育
所
の
保
育
士
、
保
健
師
、

地
域
の
主
任
児
童
委
員
、
社
協
や
福
祉
事
務

所
の
職
員
な
ど
が
明
倫
幼
稚
園
で
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◆
日
時 

一
月
二
十
一
日
（
火
）
十
時
〜
十

一
時
半
（
こ
の
間
の
何
時
か
ら
で

も
参
加
可
能
） 

◆
場
所 

元
明
倫
幼
稚
園 

遊
戯
室 

◆
対
象 

就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者 

◆
持
物 

お
茶
、
着
替
、
ス
リ
ッ
パ
等
（
小

さ
い
赤
ち
ゃ
ん
は
下
に
敷
く
バ

ス
タ
オ
ル
を
）。 

◆
内
容 

自
由
に
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 
 

絵
本
の
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 
 

身
体
測
定
の
コ
ー
ナ
ー 

な
ど
。
参
加
費
は
無
料
、
事
前
申
し
込
み

も
不
要
で
す
。 

◎
主
催 

き
っ
ず
ぱ
ぁ
く
を
ふ
や
そ
う
実
行

委
員
会
（
中
京
子
育
て
支
援
実
行
委
員

会
）
ほ
か 

 《
お
知
ら
せ
》 

明
倫
学
区
の
交
通
安
全
に
地
道
に
活
動

し
て
お
ら
れ
る
交
通
対
策
協
議
会
（
姥
柳

町
・
故
池
村
進
一
さ
ん
）
が
、
連
続
七
百
六

十
日
交
通
死
亡
事
故
発
生
ゼ
ロ
で
、
去
る
十

二
月
十
一
日
、
五
条
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を

贈
ら
れ
ま
し
た
。 
 

《「
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
」
の
主

な
催
し
》 

 ●
デ
ュ
オ
の
可
能
性 

〜
二
人
芝
居
の
オ
ム
ニ
バ
ス
公
演 

関
西
で
注
目
を
集
め
る
若
い
演
劇
人

た
ち
に
よ
る
、
一
時
間
程
度
の
二
人
芝
居

を
三
チ
ー
ム
が
日
替
わ
り
で
連
続
上
演

し
ま
す
。
お
得
な
回
数
券
も
発
売
中
。
詳

し
く
は
セ
ン
タ
ー
ま
で
。 

◆ 

日
時 

一
月
二
十
三
日(

木)

〜
二
十
六

日
（
日
） 

◆ 

場
所 

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
・
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス 

◆ 

料
金 

前
売
千
五
百
円
、
当
日
千
八
百
円 

 第
２
６
２
回 

●
市 

民 

寄 

席 

◆
出
演
者
「
演
目
」 

 

〇
笑
福
亭 

生
喬 

「
池
田
の
猪
買
い
」 

〇
桂 

一
蝶 

「
正
月
丁
稚
」 

〇
林
屋 

染
語
樓 

「
鹿
政
談
」 

〇
笑
福
亭 

福
笑 

「
破
れ
鍋
に
…
」 

◆
日
時 

一
月
三
十
日(

木) 

午
後
七
時
〜 

◆
場
所 

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
・
講
堂 

◆
料
金 

前
売
千
五
百
円
、
当
日
千
八
百
円 

 音
楽
と
市
民
の
広
場
１
７ 

●
キ
ョ
ウ
ト
・
カ
ウ
ン
タ
ー
ポ
イ
ン
ト 

ア
ジ
ア
の
広
が
り 

そ
の
６ 

◆
曲
目 

 

〇
黛
敏
郎
「
弦
楽
四
重
奏
の
た
め
の
プ
レ
リ

ュ
ー
ド
」 

〇
パ
ウ
ル
・
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
「
Ⅰ
．
グ
ロ
ッ

ケ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ル
」「
Ⅴ
．
フ
ー
ガ
〜
２

台
の
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
よ
り
〜
」 

〇
フ
ラ
ン
シ
ス
・
プ
ー
ラ
ン
ク
「
２
本
の
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
」 

〇
ヤ
ン
・
Ｐ
・
ス
ヴ
ェ
ー
リ
ン
ク
「
半
音
階

的
幻
想
曲
（
マ
イ
ヤ
ー
編
）」 

〇
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ラ
イ
ヒ
「
エ
イ
ト
・
ラ
イ

ン
ズ
（
八
重
奏
曲
）」 

◆
日
時 

二
月
二
十
八
日(

金) 

午
後
七
時 

◆
場
所 
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
・
講
堂 

◆
料
金 
前
売
千
五
百
円
、
当
日
千
八
百
円 

 

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー 

０
７
５(
２
１
３)

１
０
０
０ 

 

《
高
倉
小
学
校
の
行
事
予
定
》 

  

●
一
月
七
日 

三
学
期
始
業
式 

●
二
月
七
日
、
八
日 

全
国
小
学
校
社
会
科

研
究
協
議
会
（
京
都
会
場
） 

●
二
月
十
二
日 

ス
キ
ー
教
室
（
五
、
六
年

生
）、
雨
天
の
と
き
は
二
月
十
九
日 

●
二
月
十
四
日 

新
一
年
生
入
学
説
明
会 

●
三
月
二
十
日 

卒
業
式 

●
三
月
二
十
四
日 

修
了
式 

●
四
月
八
日 

入
学
式
、
一
学
期
始
業
式 以

上

編
集
後
記 

 

今
回
は
新
た
に
『
明
倫
学
区
あ
の
頃
こ

の
頃
』
と
題
し
た
、
連
載
記
事
の
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
み
ま
し
た
。
そ
の
第
一
回
目

と
な
り
ま
し
た
正
月
風
景
の
中
で
、
現
在

は
使
わ
れ
て
い
な
い
言
葉
を
使
う
こ
と

に
委
員
の
間
で
賛
否
が
分
か
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
時
代
の
雰
囲
気
を
表
現
す
る
に

は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
え
て

使
い
ま
し
た
。『
町
内
探
訪
』
共
々
学
区

内
の
様
々
な
歴
史
や
伝
統
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
、
自
分
で
も
も
う
少
し
か
な

と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も

回
を
経
る
ご
と
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長
谷
川
明 


